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研究成果の概要（和文）：　本研究は、生物資源の生活文化的価値付けによる地域文化資源の創出に地理学が寄与する
とともに、地理学が現実社会への応用や新たな取り組みへの積極的支援できること、理論的バックボーンとして役立つ
枠組みを構築することを目的とした。
　生物を生かした地域資源の活用実践を対象として、地理学の人間－環境論の視点、地域を自然・文化・社会・経済の
統合的にとらえ分析する方法論を構築し、生物の文化的特質と地域生活環境との融合を図る実践的研究を実施した。1.
生息環境の保全、2.文化資源の形成、3.文化価値の普及、の３点を柱に、文献研究ならびに事例研究を実施し、それら
を統合して実践地理学の体系化を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was construct a framework to act as a theoretical backbo
ne, through which geography could be applied to the real world through contributing to the creation of loc
al cultural resources by giving a living cultural value to biological resources. 
In this study I focused on the way in which living things were utilized as local resources from the perspe
ctive of human geographical environmental theory. I offered a methodological framework that integrates soc
ial, economic, cultural and biological factors, enabling applied research that connects the cultural chara
cteristics of living things with the local environment. I focused on three products of the utilization of 
living things as local resources: 1.The preservation of the surrounding environment; 2.The generation of c
ultural resources; 3. The diffusion of cultural values; and by integrating case study data with a literatu
re review, I aimed to present a systemization of practical geography.
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１．研究開始当初の背景 

 各地で伝統的にあるいは地域に存在する

さまざまな生物を新たに地域資源として活

用して地域振興を図ろうという動きが盛ん

になっている。そこでは、生物の特質や環境

への影響、利用する文化的価値、生活の中で

の負荷や利益、普及可能性などが総合的に勘

案されることが必要である。地理学は地域の

環境や生活を総合的に分析する視角を有し

ており、地域資源を生かすことに積極的に与

することが可能であろう。 

 本研究はこのような価値をもつものを地

域文化資源と定義する。地域文化資源化につ

いて企画、形成、普及の段階において、地理

学の方法を活かした取り組みを、地理学者が

積極的に担うことにより、地理学が実社会に

役立つ学問であることを発信する。 

 地域文化資源作りにおいて計画、試行段階

から実現に向けて、そこに地理学的な発想や

視点が生かされることよって、地理学が現実

社会や地域作りにおいて貢献することを具

体的に示すことが期待される。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、生物を生かした地域文化資源の

活用実践を対象として、地理学の人間－環境

論の視点、地域を自然・文化・社会・経済か

ら統合的にとらえ分析する方法論を提供し、

生物の文化的特質と地域生活環境との融合

を図る実践的研究を行う。 

 生物資源の生活文化的価値付けによる地

域文化資源の創出に、地理学が寄与するとと

もに、地理学が現実社会へ応用され新たな取

り組みに積極的に支援を行うことを示し、理

論的バックボーンとして役立つ枠組みを構

築することを目的とする。 

  
３．研究の方法 

 本研究は、生物を生かした地域文化資

源化を、 (1)生息環境の保全、 (2)文化資

源の形成、 (3)文化価値の普及、の３点

を軸として、文献研究ならびに事例研究

を実施し、それらを統合して実践地理学

の体系化をめざす。 

 具体的な事例研究として、日本の伝統的生

物資源利用の一つであるクロスズメバチを

中心とするハチ飼育に関する地域文化資源

化および在来家畜のアグー豚および口之島

牛の地域文化資源化の実践を取り上げる。 

 関連する国内外の文献のレビュー、事例研

究においては現地での資料収集、聞き取り、

観察、資料の計測分析等を実施する。そして、

国内外の関連研究者との討議を踏まえて枠

組みを構築する。 

 

４．研究成果 

(1)ハチ飼育の地域文化資源化 

 クロスズメバチ飼育に関する地域文化資

源化についてその飼育実態および地域文化

活動を調べるとともに、ネオニコチノイド系

農薬の被害認識と実態とを調べた。 

 クロスズメバチ食および飼育を担う人々

の高齢化が進み、1990 年代に中部地方 30 箇

所以上でできた各地のクロスズメバチ愛好

会組織が弱体化しており、今後の存続と活性

化が模索されている。そのいっぽうで若い世

代に飼育文化継承の機運も生まれており、あ

らたな発想としてクロスズメバチ中心から

「山の文化」地域資源の一つとして他の生物

利用や食文化とあわせた総合的な地域資源

として扱う方向が生まれてきた。これに関し

て申請者は、これらの会議への参加やセミナ

ー開催を通じてクロスズメバチ食の国内外

の事例をもとに比較文化的な提示を愛好者

や同好会組織で行い、昆虫食文化や山村生活

の展示作業を実施した。さらに地域郷土資料

館の修復作業にも構想段階から関わり、地域

生物資源との関わり合いの発信を始めた。 

 ネオニコチノイド系農薬の影響について

は、近年被害が指摘されるようになった。ク



ロスズメバチは初夏から営巣を始め、秋に新

女王の誕生までのライフサイクルをもつ。そ

の中で、人々がもっとも利用する 11 月の食

用時期の幼虫・蛹からは残留農薬は確認され

なかったが、８月の農薬散布時期にはハタラ

キバチの多数の死亡が指摘され、農薬害が認

識されている。クロスズメバチを飼育する際

には、初夏に採集して自宅で巣箱を用いて飼

育するので、水田と巣箱の位置が近くその影

響を受けることが考えられる。 

  

(2)在来家畜の文化資源化 

 在来家畜の保存は生育させることに意味

があるとした上で、アグー豚・口之島牛を経

済動物として存続させるための家畜として

の価値付けと保全のための生活展示の可能

性の研究を行った。肉として製品化するにあ

たって、文化を生かした製品化と地域産業化

を検討した。在来家畜が地域の生活と結びつ

いていることで存続してきたことを明らか

にした上で、動物園における飼育と地域文化

との組み合わせ（アグー豚）、残存個体の確

保と飼育環境整備および生活文化との関連

づけ（口之島牛）を実施した。 

 この事例をさらに実践的に進めていくた

めに、在来豚を復活させ地域産業化させた成

功事例としてフランス・バスク地方のバスク

豚の事例を実地調査した。地域アイデンティ

ティとしての存在、地域の環境と資源を生か

した飼育、農家の農業畜産経営への組み込み、

付加価値を付けた製品化について知見を得

た。 

 また、パリ農業博覧会での在来家畜展示を

調べ、フランスの各地の在来家畜への関心の

高さと維持努力が明らかになった。日本にお

いても市民レベルでの家畜・農業生産への関

心を高めることで、在来家畜の価値を高め、

保全・活用の社会環境が整えられる示唆が得

られた。 

 

(3)総括 

 本研究で取り上げた具体的な事例研究と

アジア、オセアニア、アフリカ、ヨーロッパ

での生物利用研究・ライフヒストリー・日常

生活研究との比較を通じて、いずれにおいて

も在来生物資源が生存・生活において大切な

ものであり、獲得・食用・愛玩などの利用に

関わる知識が社会・生活環境・モビリティの

構築に重要な役割を果たしていることが明

らかとなった。本研究全体を通じて、生物を

利用する諸活動を地域生活・文化と関連させ

てとらえることが、地域作り・地域文化の再

発見やそれに基づいた新たな発想を促すこ

とにつながり、地理学的な地域の諸事象と結

びつける方法を用いて、価値の提案を積極的

に進めることが可能となることが明らかと

なった。 
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